
２００２線形代数 II（夜）期末試験問題・解答例 2003年 2月 5日 (水)実施

[1] シュミットの直交化法により
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が V1 の正規直交基底．

[2] 固有多項式 ϕA(λ) = (λ − 3)2, 固有値 3.

[3] 固有多項式 ϕB(λ) = (λ + 2)(λ − 3)(λ − 4) から固有値 −2, 3, 4. それぞれの固有空間は
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[4] ２次正方行列
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について次の問に答えよ．

(1) 固有方程式 ϕA(λ) = (λ + 2)(λ − 3) = 0 から固有値 −2, 3 の２個．
(2) それぞれの固有値に対する固有空間は
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であるから，それぞれの基底の内積は 0 である．よって直交する．
(3) 略．
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